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弊社は、昭和51年7月に昭和電線電纜株式会社（現、昭和電線ホールディングス(株)）の全額出資に

より、東京電力株式会社殿の「地中送電設備の保守業務」を主体に行うことを目的に誕生しました。

以来、新たな業務のノウハウも蓄積し、事業の発展につとめ、現在では「電力ケーブル及び付帯設備の

点検補修・改良に関する設計及び施工」「地中送電設備の巡視パトロール」などの業務及び付随する技

術の開発を行っております。

弊社は今後一層お客様に信頼いただける品質を提供させていただきます。

又、人と物の新しい価値の創造にチャレンジし、環境や社会との協調を深めてゆく会社を目指してゆき

ます。

我が社の 【社 是】

信頼・創造・協調

我が社の 【経営理念】

１．経営基盤の充実をはかり、信頼される総合電設工事業を目指す。

２．お客様第一に徹し、絶えず技術を革新し、新しい価値を創造する。

３．会社の繁栄と従業員の幸福をはかり、事業を通じて社会に貢献する。
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２．対象範囲

１．組織の概要
（１）事業所名及び代表者氏名

株式会社エステック 〈昭和電線グループ〉
代表取締役 戸谷 敦

（２）所在地
〒210-0852 神奈川県川崎市川崎区鋼管通４－１３－１２

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者 菅 芳樹
環境管理事務局 原 真明
連絡先 TEL: 044-344-6556

FAX: 044-322-4513
E-mail: m.hara297@stec.swcc.co.jp

（４）事業活動
地中送電設備の建設・改良・補修に係る設計及び施工並びに地中送電設備の巡視
・防護立会

（５）事業の規模
法人設立年月日 1976年 7月 2日
資本金 2,000万円
従業員 75名 （2019年3月現在）
売上高 34億7400万円（2018年度）
事務所床面積 693㎡

（６）業 種

（１）認証・登録範囲

組織図の全部門

２

認証・登録番号 0000392

（２）組織図及び構成

６
月
組
織
改
正

特定建設業
許可番号神奈川県知事 許可（特－29）第 22400号
許可の有効期間：平成29年9月18日から平成34年9月17日まで
建設業の種類：土木工事業、電気工事業、とび・土木工事業、舗装工事業、管工事業

土木工事部　部員

渉外部　部長※１の兼務

土木工事部　部長

技術営業部　部長※１

技術営業部　部員

保全部　部員

渉外部　部員

環境管理委員会メンバー

環境推進連絡委員会メンバー

環境管理委員長

環境管理推進責任者

企画管理部　部長

企画管理部　部員

地中線工事部 課長

保全部　部長



（３）役割と権限

・環境方針の制定及び見直し
・環境管理責任者及び環境推進責任者を指名
・環境管理委員、推進連絡委員の委嘱指名
・環境の管理、実施にあたっての人的、技術、資金等の資源の提供

職 名

・環境目標の策定と毎月の確認及び代表者への報告
・環境委員会の主宰
・重大な不適合事項の是正結果の承認及び代表者への提示
・年間計画の承認
・環境関連法規等の承認
・環境マネジメントの見直しのための情報収集及び代表者への提示
・具体的な環境目標及び推進計画の推進
・環境方針の従業員への周知、社外への公表

・具体的な環境目的、目標及び推進計画ならびに推進
・環境に関する業務分担作成、維持
・環境管理一般教育計画及び実施
・環境マネジメントの維持管理
・軽微な不適合事項の是正結果の承認
・環境推進連絡委員会の審議事項の提案
・環境推進連絡委員会の主宰

・自部門の環境マネジメント全体の統括
・自部門の環境管理、実施に当たっての人的、技術、技能、資金等の提供
・自部門の環境推進委員の指名
・不適合事項の是正・予防処置実施（計画含む）

・環境管理責任者、各部門長で構成（2ヶ月に1回開催）
・環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理の協議
・環境活動の実績及び計画の承認

・環境管理推進責任者、各部の環境推進委員で構成
・特別な場合を除いて、環境管理委員会と合同で実施
・各部の環境推進連絡委員は自部門での環境窓口及び環境報告を行う

役 割 と 権 限

代表者

環境管理
責任者

環境管理
推進責任者

各部門長

環境管理
委員会

環境推進連
絡委員会

（４）レポートの対象期間及び発行日

レポートの対象期間 ２０１８年 ４月 １日 ～ ２０１９年３月３１日
レポートの発行日 ２０１９年 ５月 ７日

（５）事業内容

■ 地中送電設備の保守業務

地中送電設備の巡視パトロール・工事立会

マンホール・洞道内部設備点検

洞道内消火設備・照明設備・排水設備点検

事故区間検出装置・漏油検知装置点検

その他地中送電ケーブル冷却用設備の点検 等

■ 地中送電設備の補修・改良工事の設計・施工

マンホール・洞道躯体補修

洞道内消火設備・照明設備・排水設備の設計・施工
換気孔防水型グレーチング工事の設計・施工

漏水補修（壁面・躯体止水工法・管口止水工法）
その他換気孔防音、管工事の設計・施工 等

■ 地中送電ケーブルの布設・接続および地中管路の設計・施工

地中送電ケーブルの布設・接続・除却工事の設計・施工
その他、地中送電ケーブル用冷却管工事の設計・施工

地中埋設物の試掘調査、地中管路設備の新設・撤去
その他土木工事全般 等

３



４

３．環境方針

株式会社エステックは、環境保全に対して積極的に取り組み、社員一人ひとりが問題

意識を持って、環境に対する責任ある行動を展開し、取引先や社会から信頼を得ると共

に、環境に配慮する企業として事業の発展に努める。

基本理念

１．環境経営システムの継続的改善

事業活動が環境に与える影響を周知すると共に、Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａを計画的に回し事業活動
の経営改善に努めます。

２．法規等の遵守

事業活動に適用される環境に関する法規等を遵守します。

３．教育・啓発の充実

社員一人ひとりが、環境負荷の低減や環境に有益な取組を進められる教育・啓発を推
進します。

重点テーマ

（１）地球温暖化防止の活動を推進します。

（２）資源有効活用を推進します。

（３）化学物質の管理強化に努めます。

（４）環境貢献製品の拡大を推進します。

（５）生物多様性の保全に努めます。

環境方針

２００４(平成１６年) ４月 １日 制定
２０１７(平成２９年) ６月 １日 改定

株式会社エステック

代表取締役社長 戸谷 敦

環境管理責任者 菅 芳樹



４．環境目標

（１）環境負荷の現状と考察

①電力使用量※１）

②車両燃料使用量

③ガス使用量※１）

④水使用量※１）

平成２６年度（２０１４）は、保全部の業
務範囲、区域が従来に比較し、増加し
たことにより実績が目標値を上回りまし
た。
平成２９年度（２０１７）は業績繁忙によ
り再び使用量が増加しました。

平成２８年（２０１６）は業務繁忙により
目標を上回りました。平成２９年度（２０
１７）は目標値以下に収まりました。

平成２６年（２０１４）以降全ての実績値

は目標値を下回りました。
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平成２６年度（２０１４）は,猛暑と厳寒
により実績が目標を上回りました。又、
夜間作業等による事務所の照明や冷暖
房使用量が増加しました。
平成２９年度（２０１７）は目標を達成し
ましたが、前年度よりも高い使用量とな
りました。



　

⑥CO２の削減
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※１） 当社が入っている建屋には、系列会社が当社を除き２社が入っています。

電力量計・ガスメーター・水道メーターの各メーターは一づつですので、使用量は３社分の合算となって

ます。

２社には環境活動に協力してもらっています。

平成２６年度（２０１４）は、主に電気と車
両燃料使用量の増加により、CO２の排出
量が目標値を上回りました。
平成２９年度（２０１７）は目標値を達成しま
した。

⑤産廃再資源化率
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⑧グリーン購入率

94.1 92.0 91.5 88.3 

0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29

実績

［
％
］

平成２７年度（２０１５）以外は、再資源
化率（実績）は、目標値を上回った結果と
なりました。

平成２６年度（２０１４）以降Ｏ／Ａ紙の使
用実績は、目標値に対して実績値が上
回っています。
業務量等が増えた事もありますが、業
務が増えてもミスコピーの削減等により、
紙の使用量を増やさないなど工夫を行っ
て削減を進めます。

グリーン購入は、目標値を定めず実績
の管理をしています。
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（１）今年度の取組

②車両燃料使用量

車両燃料は、工事の増減や遠地工事等の状況に応じて大きく変動します。

近年の状況は、特に遠地工事等が無く使用量が減る傾向となっています。

平成３０年度（２０１８）の目標値は、平成２５年度（２０１３）～平成２９年度（２０１７）の平均値

２０．３２ｋｌの０．５％削減とします。但し２０２１年度までに２％の削減とします。

車両燃料削減の活動

ⅰ アイドリングストップの励行及び急発進、急停止を極力避けるなど、車両の経済走行の習慣化
を推進。

ⅱ 集計データを活用し、業務内容に見合った車両の運用及び低排気化を推進する。

③ガス使用量

ガスは、冬期の温暖の時と寒冷の時で変動が大きくなりますが、傾向を見ると、緩やかに使用量は

減少しています。

平成３０年度（２０１８）の目標値は、平成２５年度（２０１３）～平成２９年度（２０１７）の平均値

７７４．４㎥の０．５％削減とします。但し２０２１年度までに２％の削減とします。

都市ガス削減の活動

ⅰ ガス器具の効率維持。

ⅱ 無駄の排除、生活習慣改善の励行

ⅲ ガスコンロからＩＨコンロへ変更

④水使用量

平成２６年度（２０１４）に節水コマを取付けてからの効果で、平成２７年度（２０１５）も平成２５年度

と比較して、約３割程度が節水されています。

平成３０年度（２０１８）の目標値は、平成２５年度（２０１３）～平成２９年度（２０１７）の平均値

１，６８３㎥の０．５％削減とします。但し２０２１年度までに２％の削減とします。

水使用削減の活動

ⅰ 無駄の排除、生活習慣改善の励行。 ⅱ 節水コマ継続（平成２４年７月開始）

７

５．今年度の取組と実績の評価

①電力使用量

当社では、ＣＯ2の排出量に占める電力使用量が６０～７０％となっております。

平成３０年度（２０１８）の目標値は、平成２５年度（２０１３）～平成２９年度（２０１７）の平均値

２９７．４千ｋｗｈの０．５％削減とします。但し２０２１年度までに２％の削減とします。

電力量削減の活動

ⅰ 夏季、冬季の最大電力の抑制 ⅱ 休日、夜間の省電力化の徹底励行

ⅲ 昼休み消灯の励行、不要照明撤去 ⅳ エアコン適正温度管理の徹底励行

（夏季２８℃ 冬季２０℃）



⑤産廃再資源化率

年々、従業員及び協力業者の分別する精度は良くなっておりますが、さらに分別を良くする方法

として、分別が分かりにくい物を写真にして貼りだしています。

平成３０年目標値は、埋立比率０％を維持をする。

※平成３０年度目標より集計方法を見直しました。

産廃再資源化率向上の活動

全体の活動
ⅰ 産廃物の分別推進を継続し、再資源化率のより一層の改善を図る。
ⅱ 全体の再資源化率を向上させる。

ガレキ・汚泥の分別
ⅰ 指定廃棄物以外を混入しない。 ⅱ 建設廃材等の適正分別化推進により、再資源化率向
上を図る。

プラスチックの分別
ⅰ 回収袋の空気抜き等での容積率低減を継続し、排出回数を削減する。

金属の分別
ⅰ 分別化推進により排出コストを低減。
ⅱ 銅、アルミ、ステンレス等の非鉄金属と鉄類の分別の細分化に努める。

油含侵廃品
ⅰ 分別としてウエス（紙）、フェルトマット、布類。 ⅱ 使用済みの油含侵廃品の確実な回収。

梱包木材
ⅰ 使用済み木材の回収とリサイクル推進。 ⅱ 釘や鉄帯の混入を防止。

⑥ＣＯ２の削減

ＣＯ2の値は、電力使用量と都市ガス使用量及び車両燃料使用量の目標値により算出されます。

⑦Ｏ／Ａ紙使用

業績が回復し、工事案内用の印刷等が増加し、Ｏ／Ａ紙の使用量も増えております。

平成３０年度（２０１８年）の目標値は、平成２７年（２０１６）の実績以下とします。

Ｏ／Ａ紙使用量削減の活動

ⅰ 裏紙の積極的利用の推進。 ⅱ 電子メールの積極的利用の推進。

８

⑧化学物質使用量の管理（法適用外）

ＰＲＴＲ法及び有害物質の使用量の管理を実施します。製品は固着剤 ・ 止水剤が対象です。



⑨グリーン購入

平成３０年度（２０１８）は、数値管理を行いました。

グリーン購入の通年活動

ⅰ グリーン製品の見付け出しを継続。 ⅱ グリーン購入対象品の購入を徹底。

⑩環境関連法規への違反、訴訟等

平成３０年度（２０１８）は、環境関連法規への違反、訴訟等を発生させない。

関連法規の活動

ⅰ 環境関連法規の入手、整備の継続。

（２）今年度の目標と実績

９

⑪販売・提供する製品

洞道用ＬＥＤ照明器具を積極的に提案を推進します。

項目対象 中　　計 評価

使用量
2017年度の実績を基準として
2021年度迄に2％削減する。

○

使用量
（ガソリン＋軽油）

2017年度の実績を基準として
2021年度迄に2％削減する。

○

使用量
2017年度の実績を基準として

2021年度迄に2％削減する。
○

総排出量 ― ―

再資源化
埋立量比率０％を維持する。

（再資源化率１００％を維持する）
○

使用量
2017年度の実績を基準として

2021年度迄に2％削減する。
○

使用量
2016年度の実績を基準として

2021年度迄に2％削減する。
×

数値管理 ― ―

数量管理 ― ―

項　　　　　目 2018年度目標値 2018年度実績値

　電気使用量の削減 ２９５．９　千ｋWｈ ２９０．１　千ｋWh

　車両燃料使用量の削減 ２０．２　Kℓ １７．７　Kℓ

　都市ガス使用量の削減 ７７０　ｍ３ ４３２　ｍ
３

　CO２総排出量の削減 １９９．４　ｔon-CO2 １９５．９　ton-CO2

　産業廃棄物の削減 ０％ ０％

　水使用量の削減 1,６７５　ｍ
３

１,５０６　ｍ
３

　O/A紙使用量の削減 ４４８　千枚 ４６９　千枚

　グリーン調達の推進 ― ８９．５　％

　化学物質の管理
固着剤
止水剤

止水剤　２ｋｇ
固着剤　５０４ｋｇ
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認証・登録証の掲示場所

玄関脇の「環境掲示板」及び
２階掲示板・会議室 応接室

６．社長の指示事項

２０１８年度は、「Ｏ／Ａ紙使用量の削減」以外達成することができました。
２０１９年度も環境方針については変更ありませんので、引き続き実施をお願い致します。
課題のＯ／Ａ紙については、無駄の削減努力してまいります。

平成３１年（２０１９） ４月２２日
取締役社長 戸谷 敦

（３） 環境を配慮した製品の推進

（４） 緑のカーテン活動

２０１２年度から洞道用ＬＥＤ照明灯の代理店として販売を開始しました。

従来の蛍光管に比べＬＥＤは省電力ですので、ＣＯ2排出量が削減されます。

２０１８年度の販売台数は７８灯ですので、ＣＯ2の排出量削減は115ｋｇ－ＣＯ2※）

となりました。

※）ＣＯ2排出係数＝０．４７５ｋｇ－ＣＯ2／ｋＷｈ、１時間／日点灯し、２００日／年使用した場合で算出
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７．次年度以降の取組内容

（１）２０１９年度の取組みは次の通り。

項目対象 中　　計
実施推進
責任者

使用量
2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す

る。

品質安全
環境管理
部長

使用量
（ガソリン＋軽油）

2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す

る。

保全部長
渉外部長
工事部長

使用量
2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す

る。

企画管理
部長

総排出量 ―
品質安全
環境管理
部長

再資源化 埋立量比率0％を維持する。
保全部長
工事部長

使用量
2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す

る。

企画管理
部長

使用量
2016年度の実績を基準として

2021年度迄に2.0％削減する。

企画管理
部長

数値管理 ―
企画管理
部長

数量管理 ― 保全部長

数量管理 ―
技術営業
部長

　化学物質の管理
固着剤
止水剤

　製品の提案 洞道用LED照明器具

項　　　　　目 ２０１９年度目標値

　電気使用量の削減
(琲出係数０．４７５ton‐CO2千ｋWh)

２９４．４　千ｋWｈ

　車両燃料使用量の削減
（排出係数　ｶﾞｿﾘﾝ２．３２kg-CO2/kｌ

軽油２．５８kg-CO2/kl）

２０．１　Kℓ

　都市ガス使用量の削減
（排出係数　２．２９ton-CO2/千m3) ７６６．７　ｍ３

　CO２総排出量の削減 １９８．５　ｔon-CO2

　産業廃棄物の削減 ０　％

　水使用量の削減 １，６６８．８　ｍ３

　O/A紙使用量の削減 ４４６．１　千枚

　グリーン調達の推進 ―

（２）２０２０年度の取組みは次の通り。

項目対象 中　　計
実施推進
責任者

使用量
2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す
る。

品質安全
環境管理
部長

使用量
（ガソリン＋軽油）

2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す
る。

保全部長
渉外部長
工事部長

使用量
2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す
る。

企画管理
部長

総排出量 ―
品質安全
環境管理
部長

再資源化 埋立量比率0％を維持する。
保全部長
工事部長

使用量
2017年度の目標算出値を基準と

して2021年度迄に2.0％削減す
る。

企画管理
部長

使用量
2016年度の実績を基準として
2021年度迄に2.0％削減する。

企画管理
部長

数値管理 ―
企画管理
部長

数量管理 ― 保全部長

数量管理 ―
技術営業
部長

　化学物質の管理
固着剤
止水剤

　製品の提案 洞道用LED照明器具

　水使用量の削減 １，６５８．３　ｍ
３

　O/A紙使用量の削減 ４４３．８　千枚

　グリーン調達の推進 ―

　都市ガス使用量の削減
（排出係数　２．２９ton-CO2/千m3) ７６２．８　ｍ

３

　CO２総排出量の削減 １９７．５　ｔon-CO2

　産業廃棄物の削減 ０　％

項　　　　　目 ２０２０年度目標値

　電気使用量の削減
(琲出係数０．４７５ton‐CO2千ｋWh)

２９２．９　千ｋWｈ

　車両燃料使用量の削減
（排出係数　ｶﾞｿﾘﾝ２．３２kg-CO2/kｌ

軽油２．５８kg-CO2/kl）

２０．０　Kℓ
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（２） 遵守状況の確認及び評価の結果

２０１９年３月２９日の環境関連法規等の遵守状況のチェック表で問題ないことを確認しました。

（３） 違反、訴訟等の有無

関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１） 適用となる主な環境関連法規等

９．環境コミュニケーション

（１） 建屋周辺の清掃活動

実施日：毎週月曜日（雨天中止）

　表示・配置図・管理者

　分別用コンテナ及び容器

　産業廃棄物処理委託契約

　自主規制（法適用外）

　自主規制（法適用外）

　保全上の支障を未然防止

法令の名称 法令の要求事項 適用施設・項目

　廃棄物処理法

　消防法

　グリーン購入法

　環境基本法

　生物多様性基本法

　騒音規制法

　振動規制法

　ＰＲＴＲ法

　下水道法

　窒素酸化物及び粒子状物質削減

　フロン排出抑制法 　４半期毎の簡易点検

　建設リサイクル法 　再資源化

　排出量等の把握

　建設副産物

　パッケージエアコン

　自動車Ｎoｘ・PM法

　環境物品等の選択

　下水道への放流

　環境対応品

　下水及び雨水

　普通トラック１台

　特殊自動車１台

　生活環境の保全

　生活環境の保全

　環境保全

　自然と共生

　環境保全

　公衆衛生の向上

　生活環境の保全

　適正な処理

　花壇

　緑のカーテン

　事業活動全般　環境への負荷低減

　自主規制（法適用外）

　消火設備

　点検計画

　保管基準の遵守

　社会公共の福祉の増進

　生命財産の保護

　火災の予防・警戒・鎮圧
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（２） エコキャップ運動

２０１８年度は、エコキャップ運動を行い、近隣の小学校へ１０袋を助力。

キャップ８００個を普通ゴ
ミとして焼却処分すること
で６３００ｇの二酸化炭素
が排出されます

１０．環境教育及び資格取得の推進

２０１８年度は、環境社会検定試験（通称：ＥＣＯ検定、東京商工会議所主催）を２名が受験し合格。

（３） かながわプラゴミゼロ宣言の登録 （平成３１年２月１２日）
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